
広報 せとうち No.124       23   　  2015.    3

できる図書館は

どんな図書館？

△新図書館パース全景（既設の中央公民館を含む）

新図書館

中央公民館

瀬戸内市教育委員会で進めている新図書館の整備。
一体どんな図書館ができる予定なのでしょう。
設計平面図などを見ながら、各空間の役割をお知らせします。

何に使える？

メインコンセプト

持
も

ち寄り・見
み

つけ・分
わ

け合う広場
暮らしや仕事などさまざまな場面で、知りたいことや調べたいことを図書館に

「持ち寄って」、本や雑誌などの図書館資料で、その答えを「見つけて」もらい
たい。そして、この気付きや発見をほかの市民の皆さんと「分け合って」もら
いたい…。メインコンセプトにはそんな思いが込められています。

新図書館愛称

もみわ広場

７つの指針と提供検討中のサービス

１　市民が夢を語り、可能性を拡げる広場
　　　●図書や雑誌、インターネット情報の提供
　　　●心地よい暮らしや仕事に役立つ情報の提供

２　コミュニティづくりに役立つ広場
　　　●地域文化伝承のための郷土資料の整備と発信
　　　●子育てや高齢者支援、定住化促進や産業振興
　　　　などの情報支援

３　子どもの成長を支え、
　　子育てを応援する広場
　　　●自ら読み、考え行動する子どもの成長を支援
　　　●子育て世代が求めるさまざまな情報と空間の提供

４　高齢者の輝きを大事にする広場
　　　●大きな活字本や録音図書などにより
　　　　読みやすさをサポート
　　　●介護予防に役立つ本や音読教室など、健康で
　　　　文化的な生活の応援

５　文化・芸術との出会いを生む広場
　　　●美術館、博物館との連携を図り、
　　　　多様な文化や多彩な芸術との出会いを演出

６　すべての人の居場所としての広場
　　　●障がい者や外国人など全ての市民の集い、
　　　　憩い、学びを保障

７　瀬戸内市の魅力を発見し、
　　発信する広場
　　　●「せとうちデジタルフォトマップ」、
　　　　  「観光情報コーナー」による魅力発信
　　　●図書館に集う市内外の人たちによる、
　　　　魅力発見ワークショップ

２階平面図

２階
・一般図書エリア⑭
　（各種実用書・専門書）

・相談カウンター⑮
　（調べもののお手伝い）

・インターネット検索
　コーナー⑯

・ＣＤ・ＤＶＤエリア⑰
・ヤングアダルトエリア⑱
　（青少年のための本と交
　流の場）

・ミーティングルーム⑲
　（グループ学習・小会議）

・学習支援室⑳
　（自習・自学支援）

・郷土資料保管庫　
・集密書架（約８万冊）

新図書館のあらまし
・鉄筋コンクリート造・一部鉄骨造２階建て
・延床面積 2,399 平方㍍
　（参考　現在の中央公民館（邑久）内図書館 118
　平方㍍）、牛窓町公民館図書室 422 平方㍍、
　長船町公民館図書室 108 平方㍍）

・収蔵冊数約 20 万冊
　（開架フロアー約 12 万冊、書庫約８万冊）

屋外
・オリーブの庭①
　（公民館と図書館の共通
　の交流広場）

・交流の庭②
　（野外イベントスペース）

・バルコニー③
　（公民館と図書館を結ぶ
　エリア）

・読書テラス④
　（屋外の空気に触れなが
　らの読書）

・列柱廊⑤
　（公民館へのゲートであり、
　図書館へのアプローチ）

・駐車場（135 台）
・駐輪場（40 台）

１階
・エントランスホール⑥
　（交流・展示スペース）

・総合カウンター⑦
　（利用登録・貸出返却・
　案内相談）

・新聞・雑誌コーナー⑧
・児童図書エリア⑨
　（おはなし室・授乳室）

・一般図書エリア⑩
　（閲覧席・ソファー）

・せとうち発見の道⑪
　（地域郷土資料展示）

・喜之助ギャラリー⑫
　（糸操り人形作家・竹田
　喜之助の紹介）

・大会議室⑬
　（人形劇上演ほか、多目
　的な利用）

１階、屋外平面図

瀬戸内市に新しく

△としょかん未来ミーティングで新図書館の模型の説明を受ける参加者ら
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新図書館は本を借りるだけの場所ではありません。
メインコンセプトや７つの指針、提供検討中の
サービスを紹介します。
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巻
之
百
十
四

　

東ひ
が
し
は
ら原
方ほ
う
せ
ん僊
は
、
明
治
19

（
１
８
８
６
）
年
に
現
在
の
長
船

町
福
岡
で
、
東
原
善ぜ
ん
し
ち七
の
次
男
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
本
名
を

直な
お
た太
と
い
い
ま
す
。

　
直
太
は
、晩ば
ん
す
い翠
尋
常
小
学
校（
行

幸
小
学
校
の
前
身
）
を
卒
業
し
た

後
、
邑
久
高
等
小
学
校
で
学
び
ま

し
た
。
小
学
校
卒
業
後
に
絵
や
漢

学
を
学
び
、
さ
ら
に
、
絵
の
道
に

進
む
た
め
黒
住
義ぎ
ほ
う方
の
門
に
入
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

竹
内
栖
鳳
に
入
門

　
20
歳
の
と
き
軍
隊
に
入
り
、
３

年
ほ
ど
「
満
州
」
へ
従
軍
し
た
の

ち
除
隊
と
な
っ
て
、
そ
の
後
、
京

都
の
竹
内
栖せ
い
ほ
う鳳
に
入
門
し
ま
し

た
。
明
治
43
年
頃
と
見
ら
れ
て
い

東
原
方
僊
に
も
要
注
目
！

　
方
僊
は
、
戦
前
の
官
展
で
華
々

し
く
活
躍
し
た
岡
山
出
身
の
近
代

日
本
画
家
を
代
表
す
る
一
人
で
し

た
。
花
鳥
画
を
得
意
と
し
、
特

に
、
雀
や
兎
を
描
い
た
作
品
に
独

特
の
風
趣
が
あ
る
と
評
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
岡
山
県
出
身
の
画
家
は
、
松
岡

寿
や
原
田
直
次
郎
な
ど
有
名
な
洋

画
家
が
次
々
と
現
れ
て
お
り
、
よ

く
紹
介
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
日
本
画
の
分
野
で
は
、
小
野

長
船
町
福
岡
出
身
の
日
本
画
家

東
原
方
僊

竹
喬
と
池
田
遙
邨
の
他
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
東
原
方
僊

も
「
知
る
人
ぞ
知
る
」
と
い
う
存

在
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
瀬
戸
内
市
出
身
の
画
家
で
は
竹

久
夢
二
が
有
名
で
す
が
、
日
本
画

の
京
都
画
壇
で
活
躍
し
た
東
原
方

僊
も
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
良
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
参
考
文
献
】

笠
岡
市
立
竹
喬
美
術
館
編
『
岡
山

の
近
代
日
本
画
』、
石
原
史
雄
著

『
京
都
画
壇
で
活
躍
し
た　
東
原

方
僊
』

△

東
原
方
僊
（
１
８
８
６
～
１
９
７
２
年
）

ま
す
。

　
直
太
は
、
は
じ
め
「
芳ほ
う
せ
ん仙
」
と

い
う
号
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、

栖
鳳
か
ら
画
家
と
し
て
の
将
来
性

を
見
込
ま
れ
て
「
方ほ
う
せ
ん僲
」
の
号
を

も
ら
い
、
後
に
「
方
僊
」
を
用
い

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
竹
内
栖
鳳
と
い
え
ば
近
代
の
京

都
画
壇
を
代
表
す
る
日
本
画
家
で

あ
り
、
そ
の
門
下
に
は
後
の
画
壇

を
担
う
優
れ
た
人
材
が
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
笠
岡
出
身
の
小

野
竹ち
っ
き
ょ
う喬

も
す
で
に
竹
内
門
下
に

入
っ
て
い
ま
し
た
。

京
都
画
壇
で
活
躍

　
方
僊
は
、大
正
４
（
１
９
１
５
）

年
、
第
９
回
文
部
省
主
催
美
術
展

（
文
展
）に「
花
林
檎
」を
出
品
し
、

で
結
成
さ
れ
た「
烏
城
会
」で
は
、

小
野
竹
喬
、
池
田
遙よ

う
そ
ん邨
と
と
も
に

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、ま
た
、

方
僊
の
元
に
は
多
く
の
画
学
生
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

絵
の
指
導
に
関
し
て
は
厳
し

か
っ
た
が
、
面
倒
見
は
良
く
、
金

銭
に
頓
着
し
な
い
人
物
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
47（
１
９
７
２
）年
３
月
、

京
都
に
て
逝
去
。
享
年
86
歳
で

し
た
。

初
入
選
と
な
り
ま
し
た
。
方
僊
29

歳
、
専
門
画
家
と
し
て
の
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
以
後
、
第
12
回
文
展
で
入
選
し

た「
鶏
冠
花
」は
貞
明
皇
后
の「
御

買
上
げ
」
と
な
り
、
永
平
寺
（
福

井
県
）
の
天
井
画
制
作
で
は
竹
内

門
下
か
ら
参
加
し
た
５
人
の
う
ち

の
１
人
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
も「
官
展
」を
中
心
に
活
躍
し
、

新
文
展
か
ら
は
無
鑑
査
と
な
り
ま

し
た
。

　
京
都
在
住
の
岡
山
県
出
身
画
家
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瀬戸内市の図書館サービスの
ネットワークをつくります

基礎工事
（基礎杭の
打設、建築
基礎工事）

平成 27 年３月 ４月 ７月 12 月５月 11 月８月
平成 28 年
１～４月

基礎工事
（鉄筋型枠
作り）

躯
く

体
たい

工 事 
（ 鉄 筋 を 組

み 合 わ せ、
コンクリー
ト構造物を
造ります）

鉄骨部分
の工事

外壁工事、
中央公民館
部分改修
工事、
外構工事

建物完了
検査、
仮設等、
仮囲いの
撤去

工事完了 開　館
準　備

新図書館開館までのスケジュール

これらの工程が終了した後、平成 28 年度のできるだけ早い時期に開館する予定です。

問

   図書館サービスのネットワークをつくります
　新図書館を市の主な図書館として整備するとともに、牛窓町・長船町公
民館図書室を地域図書館と位置づけ、３つの図書館で本や情報を共有しま
す。また、図書館から離れた地域や保育園、幼稚園、高齢者福祉施設など
には、移動図書館（車）を走らせ、市内のさまざまな場所で図書館サービ
スを利用できるよう、ネットワークをつくります。

   新図書館開設準備室からのお知らせ
　新しい図書館をどのように使いたいですか？
　図書館サービスのネットワークに何を期待しますか？
　より便利なネットワーク、そして心地よい広場（図書館）
にするため、市民の皆さんにそれぞれの思いやアイデアを持
ち寄っていただきたいと思います。
　今後も、市民の皆さんとの意見交換の場である、「としょ
かん未来ミーティング」を開催する予定です。ぜひご参加く
ださい。
　新図書館開設準備室　☎０８６９ - ３４ - ５６０７




